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Abstract
The Takagi Family Documents held at Nagoya University Library was known from before 

World War II, and was browsed by various people, and it was utilized in various fields such as 
compilation of history books and exhibitions. In this paper, I summarized the circumstances 
of what kind of people investigated, organized, and utilized the Takagi Family Documents, in 
modern times .
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は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
高
木
家
文
書
を
対
象
に
、
調
査
・
活
用
の
観
点
か
ら
、
近
代
に
お

け
る
古
文
書
の
伝
来
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

文
書
群
が
伝
来
し
た
高
木
家
は
交
代
寄
合
の
格
式
を
有
す
る
旗
本
で
あ
っ
た
。

関
个
原
合
戦
の
軍
功
に
よ
り
美
濃
国
石
津
郡
時
・
多
良
両
郷
︵
現
岐
阜
県
大
垣
市

上
石
津
町
域
︶
に
高
木
貞
利
は
二
三
〇
〇
石
、
弟
の
貞
友
・
貞
俊
は
そ
れ
ぞ
れ
一

〇
〇
〇
石
の
知
行
所
を
与
え
ら
れ
、
と
も
に
多
良
郷
宮
村
に
陣
屋
を
構
え
た
。
高

木
貞
利
・
貞
友
・
貞
俊
に
始
ま
る
家
系
は
、
陣
屋
の
位
置
関
係
か
ら
、
西
家
・
東

家
・
北
家
と
称
さ
れ
、
三
家
は
明
治
維
新
に
い
た
る
ま
で
同
地
を
支
配
し
続
け
た
。

高
木
家
が
近
世
初
頭
か
ら
維
新
期
ま
で
、
在
地
に
あ
っ
て
同
一
地
域
の
支
配
を

続
け
た
こ
と
か
ら
、
ま
た
幕
府
の
命
に
よ
り
木
曽
三
川
流
域
の
河
道
維
持
と
工
事

監
督
を
職
掌
と
し
た
こ
と
か
ら
、
高
木
家
に
は
旗
本
領
主
制
に
関
わ
る
豊
富
な
文

書
と
、
木
曽
三
川
流
域
の
多
様
な
治
水
関
係
文
書
が
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
明
治
維
新
後
、
北
家
は
早
く
に
断
絶
し
た
た
め
文
書
が
散
逸
し
、
東

家
は
昭
和
初
期
に
多
良
を
離
れ
た
と
き
所
蔵
文
書
を
手
放
し
た
よ
う
で
、
現
在
は

数
个
所
の
公
的
機
関
や
個
人
の
所
蔵
に
分
散
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
西
家
の

当
主
で
あ
っ
た
高
木
貞
正
・
貞
元
の
父
子1

は
多
良
に
居
住
し
続
け
、
所
蔵
文
書
を

散
逸
さ
せ
る
こ
と
な
く
戦
後
ま
で
伝
え
た
︵
以
下
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
高
木

家
と
は
西
家
を
指
す
、
三
家
を
区
別
す
る
と
き
は
西
家
・
東
家
・
北
家
と
称
す
︶。

西
家
所
蔵
文
書
は
、
戦
後
、
ほ
ぼ
一
括
し
て
名
古
屋
大
学
の
所
蔵
に
帰
す
こ
と

に
な
る
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
伊
藤
孝
幸
が
関
係
者
に
聞
き
取
り
を
お
こ
な
い

明
ら
か
に
し
て
い
る
が2

、
一
方
で
明
治
か
ら
敗
戦
ま
で
の
、
戦
前
期
に
お
け
る
高

木
家
文
書
に
つ
い
て
は
、
中
島
俊
司
に
よ
る
整
理
︵
第
二
章
で
取
り
上
げ
る
︶
が

知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る3

。
し
か
し
、
戦
前
期
に
高
木
家
文
書
に
関
わ
っ
た
の
は
中

島
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
高
木
家
で
は
早
く
か
ら
所
蔵
文
書
の
閲
覧
希
望
に
応

じ
、
ま
た
研
究
者
も
調
査
に
訪
れ
、
歴
史
書
の
編
纂
、
史
料
集
へ
の
掲
載
、
展
示

会
へ
の
出
陳
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
活
用
さ
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
戦
前
期
に
お
け
る
古
文
書
の
調
査
・
活
用
に
関
す
る
事
例

研
究
と
し
て
、
旧
旗
本
高
木
家
に
伝
来
し
た
古
文
書
群
を
取
り
上
げ
、
戦
前
期
に

お
い
て
高
木
家
文
書
が
い
か
な
る
人
々
に
よ
っ
て
調
査
・
整
理
さ
れ
、
そ
し
て
活

用
さ
れ
て
き
た
の
か
整
理
し
、
そ
の
来
歴
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る4

。

一
　
高
木
家
文
書
の
貸
出
記
録

近
世
に
お
い
て
高
木
家
の
陣
屋
内
の
土
蔵
や
書
蔵
に
保
管
さ
れ
た
文
書
・
蔵
書

は
小
納
戸
や
書
蔵
方
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
高
木
家
文
書
に
残
る
貸

出
証
文
か
ら
、
維
新
後
も
し
ば
ら
く
は
旧
家
臣
に
よ
る
文
書
管
理
が
継
続
し
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
一
八
七
六
︵
明
治
九
︶
年
に
治
水
関
係
の
記
録
や
絵
図

を
貸
し
出
し
た
と
き
、
高
木
貞
正
は
﹁
御
書
蔵
﹂
宛
に
証
書
を
認
め
、
返
却
後
は

再
び
﹁
御
書
蔵
﹂
へ
納
め
て
い
た5

。
一
八
八
〇
年
頃
ま
で
は
元
用
人
の
大
嶽
弁
之

丞
が
借
用
書
の
宛
先
に
な
っ
て
お
り
、
大
嶽
が
文
書
管
理
を
担
っ
て
い
た
と
推
察

さ
れ
る6

。

明
治
期
の
高
木
家
文
書
の
貸
出
記
録
を
み
る
と
、
貸
出
要
請
に
は
二
つ
の
傾
向

が
読
み
取
れ
る
。
一
つ
は
水
を
め
ぐ
る
地
域
紛
争
解
決
の
た
め
の
借
用
で
あ
る
。

大
嶽
が
文
書
管
理
を
担
っ
て
い
た
一
八
八
〇
年
頃
ま
で
は
、
美
濃
・
伊
勢
の
諸

村
お
よ
び
行
政
機
関
か
ら
文
書
の
閲
覧
や
借
用
の
依
頼
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
水

を
め
ぐ
る
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
、
先
例
や
過
去
の
裁
定
を
記
し
た
史
料
が
必
要

と
さ
れ
、
木
曽
三
川
流
域
に
お
い
て
公
儀
権
力
の
一
翼
を
担
っ
た
高
木
家
の
所
蔵

文
書
が
参
照
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
を
示
す
史
料
と
し
て
国
井
清
廉
の
借
用
依
頼
状
を
紹
介
し
た
い7

。
年

の
記
載
は
な
い
が
、﹁
羽
栗
郡
﹂
や
﹁
当
衙
﹂
と
い
う
文
字
か
ら
、
国
井
の
羽

栗
・
中
島
郡
長
時
代
︵
一
八
七
九
～
八
三
年
︶
の
も
の
と
判
断
で
き
る
。

不
順
之
気
候
候
得
共
益
御
清
適
奉
万
賀
候
、
然
者
甚
御
面
倒
之
義
ニ
候
得

共
一
事
願
試
候
事
件
出
来
、
則
左
ニ

○
当
部
内
羽
栗
郡
柳
津
村
地
内
ニ
先
年
一
夜
ニ
堤
防
ヲ
新
築
候
義
有
之
、

水
上
障
害
有
之
村
々
ヨ
リ
支
障
之
義
申
出
、
百
方
議
論
ノ
上
遂
ニ
取
払
相

成
候
事
件
有
之
候
、
其
後
モ
数
度
右
堤
ニ
就
而
者
入
組
有
之
候
ニ
付
、
諸

書
類
等
沢
山
有
之
処
、
維
新
之
際
笠
松
郡
代
所
ヲ
初
堤
方
等
之
書
類
紛
乱

全
キ

（
マ
マ
）モ

無
之
、
今
日
ニ
到
テ
ハ
到
底
手
ニ
入
難
キ
モ
ノ
ニ
候
処
、
今
回

又
々
右
堤
防
ニ
付
テ
紛
議
ヲ
生
シ
、
当
衙
ニ
於
テ
モ
書
類
ノ
可
徴
モ
ノ
無

之
、
殆
困
却
之
余
夫
々
捜
索
書
類
ヲ
相
尋
候
処
、
或
人
ノ
申
ニ
ハ
高
木
君

之
御
先
代
者
右
水
理
ニ
者
御
関
係
ニ
テ
右
書
類
ハ
悉
ク
御
手
許
ニ
必
可
有

之
、
且
御
家
ニ
於
テ
ハ
決
而
紛
乱
等
之
愁
者
無
之
モ
ノ
ト
思
考
候
旨
ニ
付
、
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如
何
ニ
モ
御
家
ニ
者
必
御
保
存
之
事
与
奉
存
候
間
、
甚
御
手
数
之
至
候
得

共
、
御
序
ニ
御
家
令
等
ニ
被
命
、
御
文
庫
一
応
御
穿
鑿
被
下
、
右
ニ
関
係

候
書
類
有
之
候
ハ
ヽ
御
逓
送
、
暫
時
御
借

（
マ
マ
）被
下
度
奉
希
候
、
且
御
序
ニ
同

村
検
見
堤
ト
申
ニ
関
係
之
書
類
等
ニ
見
当
相
成
候
ハ
ヽ
是
又
同
時
ニ
拝
借

之
程
是
又
相
願
候
、
余
者
期
拝
面
候
、
恐
々
頓
首

　
　

六
月
八
日 

国
井
清
廉
㊞　

　
　
　

高
木
貞
正
殿

柳
津
村
は
笠
松
の
西
、
境
川
の
東
岸
に
位
置
す
る
。
笠
松
よ
り
上
郷
の
悪
水
や

境
川
の
逆
流
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
一
二
个
村
で
松
枝
輪
中
を
形
成
し
た
が
、
上

郷
や
対
岸
の
村
々
と
堤
の
築
造
を
め
ぐ
っ
て
し
ば
し
ば
対
立
し
た8

。

築
堤
を
め
ぐ
る
対
立
は
明
治
に
な
っ
て
も
生
じ
た
た
め
、
近
世
の
書
類
を
必
要

と
し
た
が
、
笠
松
陣
屋
を
は
じ
め
堤
方
役
所
︵
笠
松
陣
屋
堤
方
役
は
高
木
三
家
の

川
通
役
と
共
に
流
域
の
水
政
を
担
当
し
た
︶
の
書
類
は
維
新
の
際
に
紛
乱
し
、
ま

た
郡
役
所
に
も
徴
証
と
な
る
書
類
が
な
か
っ
た
。
笠
松
陣
屋
文
書
は
笠
松
裁
判

所
・
笠
松
県
を
経
て
岐
阜
県
へ
引
き
継
が
れ9

、
こ
の
う
ち
堤
方
役
所
文
書
の
一
部

は
今
日
に
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
維
新
後
の
混
乱
し
た
時
期
に
あ
っ
て
は
利
用
で
き

る
環
境
に
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
、
高
木
家

に
は
治
水
関
係
文
書
が
伝
来
し
、
維
新
後
も
紛
乱
す
る
こ
と
な
く
保
管
し
て
い
る

と
の
情
報
が
あ
り
、
関
係
書
類
に
つ
い
て
国
井
郡
長
が
照
会
に
及
ん
だ
の
で
あ

る
。
な
お
、
書
状
中
に
あ
る
﹁
検
見
堤
﹂
と
は
、
松
枝
輪
中
の
北
を
囲
う
堤
で
、

や
は
り
近
世
に
お
い
て
争
い
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
堤
で
あ
る
。

高
木
家
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
要
請
に
応
え
る
た
め
で
あ
ろ
う
、
一
八
八
〇
年

五
月
二
十
六
日
付
で
、
治
水
関
係
文
書
を
中
心
と
し
た
﹁
所
蔵
書
類
抜
萃
目
録
﹂

を
作
成
し
て
い
た10

。

村
か
ら
の
照
会
で
は
、
一
八
七
六
年
に
、
伊
勢
国
桑
名
郡
の
香
取
・
戸
津
・
肱

江
の
三
个
村
と
中
須
村
と
の
間
で
起
き
た
新
川
を
め
ぐ
る
出
入
を
解
決
す
る
た

め
、
時
郷
下
山
村
の
三
輪
孫
六
・
三
輪
斎
治
郎
を
通
じ
て
、
延
享
年
間
の
書
付
二

通
と
無
年
号
の
新
川
目
論
見
書
付
一
通
が
貸
し
出
さ
れ
て
い
る11

。
香
取
村
の
小
前

惣
代
は
一
八
八
〇
年
に
も
、﹁
宝
永
二
年
酉
六
月　

勢
州
多
度
郡

桑
名
郡

堤
猿
尾
改
帳
﹂
と

﹁
堀
江
荒
四
郎
殿

伊
沢
弥
惣
右
衛
門
殿

御
見
分
之
節
模
様
積
替
帳
﹂
の
二
冊
を
拝
借
し
て
い
た12

。

一
八
七
八
年
に
は
、
旧
大
垣
藩
士
の
水
野
万
蔵
の
仲
介
に
よ
り
、
本
巣
郡
真
桑

村
が
寛
文
・
貞
享
期
の
井
水
論
所
に
関
す
る
文
書
を
借
用
し
た13

。
本
巣
郡
の
莚

田
・
真
桑
の
両
用
水
は
、
揖
斐
川
の
支
流
で
あ
る
根
尾
川
の
水
の
取
り
入
れ
を
め

ぐ
っ
て
中
世
末
か
ら
頻
繁
に
争
論
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
高
木
家
は
寛
文
期
か
ら

幕
府
評
定
所
の
指
示
に
よ
り
検
使
役
と
し
て
論
所
見
分
に
あ
た
っ
た
た
め
、
両
用

水
に
関
す
る
文
書
が
残
っ
て
い
た
。
一
七
世
紀
の
用
水
論
所
見
分
の
文
書
が
近
代

に
お
い
て
も
参
照
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

高
木
家
文
書
の
貸
出
要
請
に
関
す
る
も
う
一
つ
の
傾
向
は
、
歴
史
書
や
史
料
集

編
纂
の
た
め
の
借
用
が
早
く
か
ら
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

年
未
詳
の
書
状
に
よ
る
と
、
岐
阜
県
属
の
西
村
元
長
と
人
見
政
意
が
、
高
木
貞

正
郡
長
に
対
し
て
﹁
木
曽
本
支
川
ニ
係
ル
古
書
類
﹂
の
閲
覧
を
願
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る14

。
西
村
と
人
見
は
、
朝
田
斌
と
櫛
田
道
古
を
加
え
た
四
人
で
多
良
の
高
木

家
を
六
月
二
十
九
日
か
ら
両
三
日
訪
問
し
、
調
査
の
た
め
﹁
古
書
類
﹂
を
八
月
末

ま
で
借
用
し
た
。

書
状
の
記
述
の
み
で
は
、
彼
ら
が
﹁
木
曽
本
支
川
ニ
係
ル
古
書
類
﹂
を
必
要
と

し
た
理
由
が
判
然
と
し
な
い
。
だ
が
、
櫛
田
の
兄
で
あ
る
神
谷
道
一
︵
後
述
︶
の

日
記
一
八
八
七
年
六
月
七
日
条
に
﹁
櫛
田
道
古
来
ル
、
予
而
関
个
原
古
記
及
編
纂

書
抜
等
可
取
計
筈
相
成
居
候
処
、
土
木
課
ニ
於
木
曽
川
外
二
川
水
路
沿
革
編
纂
之

事
出
来
、
至
急
ヲ
要
ス
ル
為
メ
、
右
ニ
取
掛
有
之
度
旨
﹂
と
の
記
述
が
み
え
る
こ

と15

、
高
木
貞
正
の
日
記16

の
一
八
八
七
年
七
月
一
日
条
に
右
四
人
の
名
前
が
み
え
る

こ
と
、
ま
た
一
八
八
七
年
当
時
西
村
は
土
木
課
に
所
属
し
て
い
た
こ
と17

も
勘
案
す

る
と
、
岐
阜
県
土
木
課
が
進
め
て
い
た
﹁
木
曽
川
外
二
川
水
路
沿
革
﹂
の
編
纂
の

た
め
四
人
は
一
八
八
七
年
に
高
木
家
を
訪
問
し
た
も
の
と
判
断
で
き
る
。﹁
水
路

沿
革
﹂
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
高
木
家
文
書
を

活
用
し
て
木
曽
三
川
史
を
編
纂
し
よ
う
と
し
た
最
も
早
い
事
例
と
い
え
る
。

こ
の
頃
に
な
る
と
、
中
央
か
ら
も
照
会
が
来
る
よ
う
に
な
る
。
具
体
的
な
文
書

名
は
不
明
で
は
あ
る
が
、
大
蔵
省
記
録
局
は
高
木
家
が
所
蔵
す
る
﹁
旧
幕
時
代
之

古
書
類
﹂
を
閲
覧
し
、
一
八
八
六
年
の
返
却
時
に
謝
金
と
し
て
二
円
を
下
付
し

た18

。
一
八
八
九
年
に
は
陸
軍
参
謀
本
部
の
日
本
戦
史
編
纂
事
業
に
応
じ
て
、
高
木

家
は
蔵
書
の
中
か
ら
﹁
古
来
戦
闘
ニ
関
ス
ル
書
籍
古
文
書
﹂
を
取
り
調
べ
、
目
録

を
提
出
し
た19

。

同
じ
時
期
に
編
纂
さ
れ
た
神
谷
道
一
の
﹃
関
原
合
戦
図
志
﹄
に
も
高
木
家
文
書

が
活
用
さ
れ
た
。
神
谷
は
可
児
郡
の
郡
長
を
皮
切
り
に
、
恵
那
郡
、
大
野
・
吉
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城
・
益
田
郡
の
郡
長
を
歴
任
し
た
官
吏
で
、
一
八
八
五
年
に
退
官
し
た
後
は
歴
史

の
調
査
編
纂
に
専
念
し
、﹃
関
原
合
戦
図
志
﹄
や
﹃
新
撰
美
濃
志
﹄
な
ど
を
刊
行

し
た20

。
神
谷
が
関
个
原
の
調
査
を
始
め
た
の
は
一
八
八
六
年
で
あ
り
、
そ
の
翌
年

に
高
木
貞
正
か
ら
﹃
関
个
原
合
戦
誌
記
﹄、﹃
関
个
原
記
﹄、﹃
慶
長
記
﹄、﹃
参
考

関
个
原
軍
記
﹄
お
よ
び
﹁
関
个
原
御
合
戦
図
﹂
を
借
用
し
た21

。

高
木
家
の
陣
屋
は
関
个
原
に
近
く
、
ま
た
高
木
三
家
の
祖
先
が
関
个
原
合
戦
に

お
い
て
﹁
案
内
者
﹂
と
な
っ
た
軍
功
に
よ
り
時
・
多
良
郷
内
に
加
増
・
知
行
替
え

と
な
っ
た
由
緒
か
ら
、
同
家
は
関
个
原
合
戦
に
関
す
る
書
籍
や
絵
図
を
所
蔵
し
て

い
た
。
陸
軍
参
謀
本
部
へ
提
示
し
た
書
籍
・
古
文
書
も
、
一
八
九
三
年
刊
行
の

﹃
関
原
役
﹄
の
編
纂
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

﹃
関
原
合
戦
図
志
﹄
は
一
八
九
二
年
に
出
版
の
運
び
と
な
る
が
、
そ
の
引
用

書
・
参
考
書
目
録
に
高
木
が
貸
し
出
し
た
書
籍
や
絵
図
も
明
記
さ
れ
て
い
る22

。

そ
し
て
一
八
九
五
年
に
は
東
京
帝
国
大
学
の
星
野
恒
が
西
家
所
蔵
文
書
を
借
覧

す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
取
り
上
げ
る
。

本
章
の
最
後
に
、
近
代
の
治
水
行
政
と
関
わ
っ
て
高
木
家
文
書
に
注
目
し
た
山

田
省
三
郎
と
治
水
協
会
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。
以
下
の
記
述
は
秋
山
晶

則
、
羽
賀
祥
二
の
研
究
成
果
に
依
っ
て
い
る23

。

美
濃
国
厚
見
郡
佐
波
村
に
生
ま
れ
た
山
田
は
、
岐
阜
県
会
議
員
や
衆
議
院
議
員

を
歴
任
し
、
治
水
事
業
に
奔
走
し
た
人
物
で
あ
る
。
全
国
的
に
治
水
議
論
が
わ
き

起
こ
る
中
、
一
八
七
九
年
に
西
濃
地
方
の
有
志
と
治
水
共
同
社
を
結
成
し
、
木
曽

川
下
流
改
修
工
事
の
促
進
を
図
っ
た
。
さ
ら
に
帝
国
議
会
が
開
会
す
る
一
八
九
〇

年
に
は
、
天
龍
川
治
水
に
献
身
し
た
金
原
明
善
、
内
務
省
土
木
局
長
の
職
に
あ
っ

た
西
村
捨
造
と
治
水
協
会
を
設
立
し
、﹃
治
水
雑
誌
﹄
を
刊
行
し
て
世
論
喚
起
を

促
し
た24

。

治
水
協
会
設
立
に
際
し
て
山
田
は
、
高
木
貞
正
へ
協
力
を
求
め
る
と
と
も
に
、

西
村
の
希
望
を
受
け
て
﹁
貴
家
ニ
ハ
種
々
参
考
書
多
く
被
為
在
候
事
ニ
も
御
座
候

間
、
何
卒
古
書
ノ
内
参
考
ト
も
ニ
相
成
モ
ノ
ハ
御
謄
写
﹂
す
る
こ
と
を
依
頼
し

た25

。
こ
れ
に
対
し
て
高
木
は
、
治
水
協
会
に
入
会
す
る
と
と
も
に
、
所
蔵
文
書
の

謄
写
に
も
応
じ
た
よ
う
で
、
一
八
九
〇
年
十
二
月
十
七
日
発
兌
の
﹃
治
水
雑
誌
﹄

第
一
号
に
は
、
高
木
家
に
伝
わ
る
内
藤
十
左
衛
門
聞
取
書
︵
口
上
書
︶
が
翻
刻
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

内
藤
は
宝
暦
治
水
に
際
し
て
高
木
家
が
召
し
抱
え
た
人
物
で
あ
っ
た
が
、
普
請

に
赴
い
て
わ
ず
か
二
个
月
で
切
腹
し
て
果
て
た
。
直
ち
に
絶
命
す
る
に
は
い
た
ら

な
か
っ
た
た
め
尋
問
書
が
残
さ
れ
た
。

宝
暦
四
︵
一
七
五
四
︶
か
ら
着
手
さ
れ
た
宝
暦
治
水
は
、
木
曽
川
と
揖
斐
川
を

油
島
新
田
と
松
之
木
村
の
間
で
締
め
切
る
分
流
工
事
が
困
難
を
極
め
、
薩
摩
藩
は

多
額
の
費
用
と
多
数
の
犠
牲
者
を
出
し
て
工
事
を
成
し
遂
げ
た
と
し
て
伝
説
化
し

て
い
る
。
こ
の
工
事
が
全
国
的
に
知
ら
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
﹃
治
水
雑

誌
﹄
第
一
号
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
︵﹁
油
島
〆
切
工
事
ニ
関
ス
ル
経
歴
始
末
﹂︶
で

あ
り
、
そ
の
中
で
薩
摩
藩
の
犠
牲
者
の
う
ち
四
五
名
が
﹁
割
腹
人
﹂
と
し
て
初
め

て
公
表
さ
れ
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
史
料
的
根
拠
を
欠
く
た
め
、
割
腹
し
た
者

と
し
て
確
実
な
史
料
の
残
る
内
藤
の
聞
取
書
が
併
せ
て
引
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

明
治
期
の
木
曽
三
川
分
流
工
事
の
先
駆
的
大
事
業
と
し
て
宝
暦
治
水
が
位
置
づ

け
ら
れ
、
そ
の
大
工
事
を
証
明
す
る
事
例
と
し
て
犠
牲
者
が
﹁
薩
摩
義
士
﹂
と
し

て
顕
彰
さ
れ
て
い
く
が
、
そ
の
伝
説
化
に
高
木
家
文
書
が
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
同
時
に
宝
暦
治
水
の
伝
説
化
が
進
む
に
つ
れ
、
歴
史
学
の
分
野
に
お
い
て
も

工
事
や
内
藤
の
記
録
が
残
る
高
木
家
文
書
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
に
な

る
。二

　
治
水
関
係
文
書
の
整
理

所
蔵
文
書
の
閲
覧
に
応
じ
て
い
た
高
木
家
で
は
、
大
正
期
頃
か
ら
所
蔵
文
書
の

保
存
・
管
理
を
中
島
俊
司
に
依
頼
し
、
そ
の
中
島
に
よ
っ
て
治
水
関
係
文
書
の
目

録
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

中
島
は
一
八
九
六
︵
明
治
二
十
九
︶
年
、
岐
阜
県
安
八
郡
塩
喰
村
︵
翌
年
合
併

し
て
福
束
村
と
な
る
、
現
在
の
輪
之
内
町
︶
に
生
ま
れ
た
。
大
垣
中
学
校
、
第
八

高
等
学
校
か
ら
東
京
帝
国
大
学
に
進
み
、
一
九
二
一
︵
大
正
十
︶
年
に
国
史
学
科

を
卒
業
し
た
。
黒
板
勝
美
の
門
下
生
に
な
る
。
卒
業
後
は
郷
里
に
戻
り
、
岐
阜
県

に
お
け
る
自
治
体
史
の
草
分
け
と
な
る
﹃
岐
阜
市
史
﹄︵
一
九
二
八
年
︶
を
ま
と

め
、﹃
美
濃
国
史
料
﹄︵
一
九
三
四
、
三
七
年
︶
の
編
纂
者
の
一
人
と
な
り
、
戦
後

は
岐
阜
県
文
化
財
保
護
協
会
副
会
長
等
を
務
め
た
。
ま
た
、
一
九
三
九
︵
昭
和
十

四
︶
年
か
ら
大
垣
共
立
銀
行
監
査
役
に
就
任
し
、
一
九
四
四
年
一
月
か
ら
一
九
四

六
年
十
一
月
ま
で
は
福
束
村
村
長
と
し
て
敗
戦
前
後
の
村
政
を
主
導
し
た
。
一
九

七
三
年
十
二
月
に
他
界
し
た26

。
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中
島
自
身
が
語
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と27

、
一
八
九
六
年
に
大
垣
共
立
銀
行

が
設
立
さ
れ
た
と
き
、
俊
司
の
先
代
と
共
に
高
木
貞
正
が
発
起
人
と
し
て
名
前
を

連
ね
た
関
係
か
ら
、
俊
司
は
早
く
か
ら
高
木
家
文
書
の
閲
覧
の
機
会
を
得
、
大
正

末
頃
に
は
高
木
家
か
ら
保
存
方
法
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ
、
ま
た
管
理
方
を

依
頼
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
大
正
末
頃
と
い
う
と
、
高
木
家
で
は
貞
正
か
ら
貞
元

へ
代
替
わ
り
し
た
時
期
に
あ
た
る
。

そ
し
て
中
島
は
高
木
家
文
書
の
保
存
に
つ
い
て
、
師
で
あ
る
黒
板
勝
美
に
相
談

し
た
。
黒
板
は
戦
前
の
歴
史
学
界
の
泰
斗
で
あ
り
、
日
本
古
文
書
学
を
確
立
し
、

ま
た
史
跡
や
文
化
財
の
調
査
・
保
存
に
尽
力
し
そ
の
基
礎
を
定
め
た
。
黒
板
は
古

文
書
調
査
に
際
し
て
は
目
録
整
備
と
現
地
保
存
を
重
視
し
、
そ
の
姿
勢
を
中
島
も

受
け
継
い
で
い
る
。
中
島
か
ら
の
相
談
に
対
し
て
黒
板
は
治
水
関
係
文
書
の
保
存

の
必
要
性
を
説
き
、﹁
そ
れ
に
先
立
つ
て
、
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か
、
現
在
目
録

を
取
る
必
要
が
あ
る
﹂
と
助
言
し
た
と
い
う28

。

こ
の
と
き
先
例
と
な
っ
た
の
が
醍
醐
寺
古
文
書
調
査
で
あ
っ
た29

。
黒
板
が
責
任

者
と
な
り
一
九
一
四
年
か
ら
醍
醐
寺
古
文
書
調
査
が
始
ま
り
、
そ
こ
で
は
﹁
散
逸

を
防
ぐ
為
の
第
一
着
手
と
し
て
現
在
目
録
﹂
が
作
成
さ
れ
た30

。
中
島
は
初
年
度
か

ら
一
九
六
九
年
ま
で
こ
の
調
査
に
参
加
し
て
お
り
、
時
に
は
黒
板
の
代
理
と
し
て

庫
の
開
封
に
立
ち
会
い
、
ま
た
﹃
醍
醐
寺
略
史
﹄
や
﹃
醍
醐
雑
事
記
﹄
を
手
掛
け

た
。こ

う
し
て
中
島
は
、
醍
醐
寺
古
文
書
調
査
に
並
行
し
て
、
高
木
家
文
書
中
の
治

水
関
係
文
書
に
つ
い
て
も
﹁
現
在
目
録
﹂
の
作
成
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
る
。
調

査
・
整
理
は
一
九
三
二
年
か
ら
一
九
三
六
ま
で
五
年
に
わ
た
っ
て
取
り
組
ま
れ
、

最
後
の
二
年
は
黒
板
が
所
長
を
務
め
る
日
本
古
文
化
研
究
所
︵
一
九
三
四
年
設

立
︶
の
事
業
と
し
て
補
助
を
受
け
た
。

実
際
の
作
業
は
黒
板
の
教
え
を
受
け
た
東
大
国
史
学
科
の
学
生
を
動
員
し
て

実
施
さ
れ
た
。
毎
年
夏
に
二
週
間
程
度
、
大
垣
の
寺
院
の
一
室
を
借
り
、
そ
こ

に
文
書
を
運
び
込
ん
で
目
録
を
採
取
し
た
。
喜
田
新
六
︵
一
・
二
年
目
︶、
塩
見

薫
︵
三
年
目
︶、
大
野
達
之
助
︵
四
年
目
︶、
横
井
保
平
︵
五
年
目
︶
が
主
任
と
な

り
、
大
谷
幸
雄
、
吉
村
宮
男
、
一
瀬
浩
、
風
間
泰
男
、
岡
本
堅
次
、
梅
田
嵩
、
沼

田
次
郎
、
花
田
雄
吉
、
松
岡
喜
代
志
、
水
上
一
久
、
吉
村
宮
男
、
田
中
久
夫
、
石

上
韶
、
磯
貝
正
義
、
遠
藤
修
平
、
平
久
保
章
、
松
本
亮
、
高
柳
知
足
、
金
武
不
二

夫
、
鬼
塚
正
二
、
千
村
保
、
芳
即
正
、
遠
山
茂
樹
、
田
丸
秀
治
、
児
玉
照
春
、
大

竹
正
三
郎
、
五
十
里
精
一
ら
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
た
。

名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
に
は
こ
の
と
き
の
調
査
カ
ー
ド
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

調
査
後
、
高
木
家
︵
も
し
く
は
中
島
家
︶
に
留
め
置
か
れ
た
も
の
が
、
文
書
と
一

緒
に
名
古
屋
大
学
へ
引
き
継
が
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

旗
本
時
代
の
高
木
家
で
は
、
関
連
文
書
を
紙
袋
に
詰
め
、
ま
た
は
包
紙
に
包
ん

で
整
理
・
保
管
し
て
お
り
、
今
回
の
調
査
で
は
そ
れ
ら
一
括
文
書
ご
と
に
整
理
番

号
を
付
し
、
そ
の
内
容
を
カ
ー
ド
に
書
き
留
め
た
。
そ
の
上
で
、
毎
年
調
査
の
終

わ
り
に
、
整
理
番
号
・
一
括
文
書
の
表
題
・
点
数
を
並
べ
た
整
理
総
目
録
を
作
成

し
た
。
た
と
え
ば
整
理
番
号
一
は
﹁
嘉
永
五
年　

加
納
輪
中
、
河
渡
村
生
津
村
外

五
个
年
ヨ
リ
下
奈
良
ヘ
対
ス
ル
差
障
リ
一
件
及
ビ
之
ニ
関
ス
ル
長
良
川
通
治
水
﹂

三
三
点
で
あ
り
、
こ
れ
は
現
在
の
﹁
Ｅ
・
３
・
⑴
・
３
７
１
０
あ
～
め
﹂
に
該
当

す
る
。
な
お
、
一
年
目
の
み
地
図
目
録
も
残
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
五
年
間
で
三

六
四
包
・
一
万
九
六
二
点
の
目
録
を
採
取
し
た
。

最
終
年
度
終
了
後
、
中
島
は
﹃
日
本
古
文
化
研
究
所
事
業
報
告
﹄
に
お
い
て
、

次
の
よ
う
に
成
果
と
課
題
を
述
べ
て
い
る31

。

　

本
年
度
の
調
査
は
前
年
上
半
期
に
於
け
る
調
査
を
承
け
八
十
二
包
、
一
、

九
五
七
点
の
文
書
を
採
録
し
た
り
し
が
、
其
の
大
部
分
は
文
化
・
文
政
・

天
保
等
幕
末
時
代
の
川
通
御
用
書
類
并
に
伺
書
類
等
な
り
。
而
し
て
既
往

五
ケ
年
間
に
調
査
し
た
る
も
の
と
合
す
れ
ば
一
〇
、
九
六
二
点
に
達
す
。

之
を
以
て
西
高
木
家
所
蔵
治
水
関
係
文
書
の
目
録
採
録
は
一
段
落
を
告
げ

た
る
も
の
と
称
し
て
差
支
な
か
る
べ
し
。
但
し
従
来
の
調
査
に
於
て
は
所

謂
宝
暦
治
水
事
件
た
る
薩
摩
藩
御
手
伝
普
請
に
関
す
る
文
書
は
比
較
的
少

く
意
外
の
感
を
深
く
し
た
り
し
が
、
之
に
関
し
て
は
高
木
家
の
所
蔵
に
し

て
未
整
理
に
属
す
る
川
通
御
用
日
記
、
蒼
海
記
、
両
代
官
御
状
留
記
録
等

の
表
題
を
有
す
る
記
録
類
長
持
に
一
棹
あ
り
て
、
之
が
調
査
に
依
り
宝
暦

治
水
事
件
の
全
貌
を
知
る
べ
き
有
力
な
る
資
料
を
発
見
し
得
ら
る
ゝ
見
込

な
り
。
尚
東
高
木
家
旧
蔵
の
文
書
も
従
来
調
査
し
来
れ
る
西
高
木
家
文
書

と
同
性
質
の
も
の
な
る
べ
き
に
由
り
、
将
来
併
せ
て
調
査
す
べ
き
も
の
な

り
と
す
。

中
島
に
お
い
て
も
宝
暦
治
水
へ
の
関
心
が
高
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
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宝
暦
治
水
に
関
す
る
文
書
は
意
外
と
少
な
か
っ
た
よ
う
で
、
比
較
的
ま
と
ま
っ
て

い
た
た
め
整
理
対
象
か
ら
外
し
た
記
録
類
に
﹁
宝
暦
治
水
事
件
の
全
貌
を
知
る
べ

き
有
力
な
る
資
料
﹂
を
発
見
で
き
る
見
込
み
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
現

在
で
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
、
東
高
木
家
文
書
と
の
総
合
調
査
の
必
要
性
を
こ
の

時
点
で
指
摘
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

中
島
に
よ
る
文
書
整
理
の
意
義
を
ま
と
め
れ
ば
、
第
一
に
高
木
家
文
書
保
存
の

出
発
点
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
所
蔵
文
書
の
閲
覧
・
貸
出
に
応
じ
て
い

た
高
木
家
で
は
、
大
学
で
専
門
知
識
を
身
に
つ
け
た
中
島
に
そ
の
保
存
・
管
理
を

依
頼
し
、
中
島
は
黒
板
の
指
導
の
も
と
保
存
の
前
提
と
な
る
現
状
の
把
握
、
す
な

わ
ち
﹁
現
在
目
録
﹂
を
作
成
し
、
高
木
家
文
書
の
現
地
保
存
に
努
め
た
。
そ
し

て
﹁
先
生
の
御
意
見
に
従
つ
て
郷
土
の
史
料
は
そ
の
郷
土
に
於
て
保
存
す
る
方
法

を
樹
立
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
念
願
し
て
久
し
き
に
及
ん
だ32

﹂
中
島
の
仲
介
に
よ

り
、
戦
後
、
高
木
家
文
書
は
地
元
の
名
古
屋
大
学
に
引
き
継
が
れ
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
治
水
関
係
文
書
の
全
貌
が
ほ
ぼ
明
ら
か
と
な
り
、
そ
の
学
術
的
価
値

が
示
さ
れ
た
こ
と
で
、
活
用
へ
の
道
が
拓
け
た
こ
と
で
あ
る
。
中
島
ら
が
採
取
し

た
目
録
は
活
字
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
目
録

カ
ー
ド
と
整
理
総
目
録
は
現
地
に
留
め
置
か
れ
、
木
曽
三
川
流
域
史
研
究
に
活
用

さ
れ
た
。

そ
の
一
例
と
し
て
岐
阜
県
に
よ
る
治
水
史
編
纂
が
あ
る
。
一
九
三
九
年
八
月
二

十
九
日
、
岐
阜
県
知
事
宮
野
省
三
は
治
水
史
の
編
纂
の
た
め
高
木
貞
元
に
所
蔵
文

書
の
借
覧
謄
写
を
依
頼
し
た33

。

拝
啓
残
暑
劇
甚
之
候
愈
々
御
健
勝
奉
慶
賀
候
、
扨
唐
突
な
か
ら
貴
殿
に
は

治
水
に
関
し
貴
重
な
る
古
文
書
多
量
に
御
所
蔵
相
成
居
候
趣
拝
承
い
た
し

居
り
候
処
、
今
回
本
県
に
於
て
治
水
史
の
編
纂
に
着
手
致
度
、
就
て
ハ
御

所
蔵
の
該
文
書
中
、
資
料
と
し
て
借
覧
謄
写
之
御
承
諾
を
得
度
、
一
度
御

目
に
か
ゝ
り
御
依
頼
申
上
度
存
候
も
、
不
取
敢
平
井
河
川
課
長
為
伺
出
候

間
、
何
卒
宜
敷
御
頼
み
申
上
度
候　

敬
具

　
　

昭
和
十
四
年
八
月
廿
九
日 

岐
阜
県
知
事
宮
野
省
三　
　

　
　
　

高
木
貞
元
殿

高
木
貞
元
は
こ
の
申
し
出
を
承
諾
し
た
よ
う
で
、
岐
阜
県
か
ら
河
川
課
長
や
治

水
史
編
纂
員
・
嘱
託
ら
が
高
木
家
を
訪
問
し
、
治
水
関
係
文
書
の
閲
覧
・
借
用
・

撮
影
を
繰
り
返
し
て
い
っ
た34

。
こ
の
と
き
岐
阜
県
は
中
島
ら
が
作
成
し
た
整
理
総

目
録
を
清
書
し35

、
そ
の
整
理
番
号
に
も
と
づ
き
高
木
家
か
ら
文
書
を
借
用
し
た
。

こ
う
し
て
編
纂
さ
れ
た
の
が
﹃
岐
阜
県
治
水
史
﹄
で
あ
る
。
同
書
は
岐
阜
県
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
伊
藤
信
・
森
義
一
・
大
野
勇
の
三
氏
に
よ
っ
て
一
九
三
九
年
か
ら
二

年
半
の
歳
月
を
か
け
て
ま
と
め
ら
れ
た36

。
同
書
の
編
纂
に
お
い
て
高
木
家
文
書
が

中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
際
、
中
島
の
成
果

に
も
と
づ
き
高
木
家
文
書
が
活
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

三
　
史
料
編
纂
掛
の
史
料
採
訪

東
京
帝
国
大
学
の
史
料
編
纂
掛
︵
現
在
の
史
料
編
纂
所
︶
は
全
国
的
な
史
料
採

訪
を
お
こ
な
う
中
で
戦
前
に
高
木
家
所
蔵
の
貴
重
史
料
を
調
査
し
た
。

高
木
三
家
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
戦
国
か
ら
織
豊
期
・
江
戸
初
期
に
か
け
て

の
、
斎
藤
義
龍
、
織
田
信
長
・
信
忠
・
信
雄
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
ら
の
書
状

や
知
行
充
行
状
等
が
伝
来
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
古
文
書
︵
便
宜
的
に
﹁
初
期
文

書
﹂
と
呼
ぶ
︶
は
治
水
関
係
文
書
と
並
ん
で
関
心
を
集
め
て
い
た
。
そ
の
初
期
文

書
を
明
治
期
に
調
査
し
た
の
が
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
の
星
野
恒
で
あ
っ
た
。

星
野
は
一
八
九
五
︵
明
治
二
十
八
︶
年
四
月
に
帝
国
大
学
文
科
大
学
に
史
料
編

纂
掛
が
設
置
さ
れ
る
と
、
三
上
参
次
・
田
中
義
成
と
と
も
に
史
料
編
纂
委
員
に
就

任
し
た
。
そ
の
直
前
の
三
月
六
日
、
星
野
は
﹁
学
術
上
取
調
﹂
の
た
め
、
愛
知
・

岐
阜
両
県
へ
の
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
た37

。
出
張
に
先
立
ち
多
芸
・
上
石
津
郡
役
所
を

通
じ
て
高
木
家
へ
﹁
今
尾
城
ニ
関
ス
ル
信
長
ノ
書
﹂、﹁
明
智
光
秀
誅
伐
ニ
関
ス
ル

秀
吉
ノ
書
并
本
多
平
八
郎
ノ
書
﹂、﹁
蟹
江
落
城
ニ
関
ス
ル
家
康
ノ
書
﹂、﹁
駒
野
城

ニ
関
ス
ル
信
雄
ノ
書
﹂
の
借
覧
を
依
頼
し
た38

。
こ
の
と
き
郡
役
所
は
﹁
至
急
借
入

方
御
執
計
、
当
衙
へ
御
送
付
相
成
度
﹂
と
依
頼
し
て
い
る
の
で
、
星
野
は
多
良
の

高
木
家
で
は
な
く
、
郡
役
所
に
お
い
て
史
料
を
閲
覧
し
た
よ
う
で
あ
る
。

史
料
編
纂
掛
で
は
貴
重
史
料
に
つ
い
て
は
借
用
し
、
複
製
を
作
成
し
た
。
こ
の

と
き
も
次
の
十
一
点
︵
八
通
・
一
巻
・
二
軸39

︶
の
文
書
を
借
用
し
、
七
月
に
影
写

を
終
え
て
、
九
月
に
返
却
し
て
い
る
︵
番
号
は
石
川
が
つ
け
た
︶。

①
六
月
十
四
日　

本
多
平
八
郎
忠
勝
書　

高
木
権
右
衛
門
宛　

一
通
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②
天
正
二
年
十
二
月
九
日　

信
長
書
︵
朱
印
︶　

高
木
彦
左
衛
門
宛　

一
通

③
七
月
二
日　

信
長
書
︵
黒
印
︶　

高
木
権
右
衛
門
宛　

一
通

④
二
月
朔　

信
長
書
︵
黒
印
︶　

吉
村
名
字
中
外
三
人
宛　

一
通

⑤
四
月
廿
四
日　

信
長
書　

高
木
直
介
宛　

一
通

⑥
天
正
八
年
十
月　

信
忠
書　

一
通

⑦
卯
月
廿
一
日　

秀
吉
書　

高
木
権
右
衛
門
宛　

一
通

⑧
六
月
廿
八
日　

秀
吉
書　

高
木
権
右
衛
門
宛　

一
通

⑨
写
雑
記　

一
巻

⑩
六
月
廿
日　

家
康
書　

高
木
権
右
衛
門
并
同
名
衆
中
宛　

一
軸

⑪
五
月
七
日　

秀
吉
書　

高
木
権
右
衛
門
宛　

一
軸

事
前
に
照
会
し
た
古
文
書
の
う
ち
﹁
今
尾
城
ニ
関
ス
ル
信
長
ノ
書
﹂
は
④
、

﹁
本
多
平
八
郎
ノ
書
﹂
は
①
、﹁
蟹
江
落
城
ニ
関
ス
ル
家
康
ノ
書
﹂
は
⑩
が
該
当
す

る
。﹁
明
智
光
秀
誅
伐
ニ
関
ス
ル
秀
吉
ノ
書
﹂
は
東
家
︵
後
掲
の
⑻
︶、﹁
駒
野
城

ニ
関
ス
ル
信
雄
ノ
書
﹂
は
法
泉
寺40

の
伝
来
文
書
で
あ
っ
た
た
め
、
提
供
で
き
て
い

な
い41

。
こ
の
と
き
東
家
か
ら
史
料
提
供
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
代
わ
り
と

な
っ
た
の
が
写
雑
記
︵
⑨
︶
で
あ
っ
た
。
写
雑
記
は
東
家
伝
来
の
初
期
文
書
を
書

写
し
た
も
の
で
あ
り
︵
た
だ
し
七
通
目
途
中
か
ら
後
欠
︶、
そ
の
中
に
﹁
明
智
光

秀
誅
伐
ニ
関
ス
ル
秀
吉
ノ
書
﹂
も
含
ま
れ
て
い
た
。

星
野
の
史
料
採
訪
は
美
濃
全
域
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
大

正
期
に
改
め
て
史
料
採
訪
が
計
画
さ
れ
、
史
料
編
纂
官
渡
辺
世
祐
と
史
料
編
纂
補

助
嘱
託
高
橋
隆
三
が
、
一
九
二
〇
︵
大
正
九
︶
年
十
月
に
岐
阜
・
大
垣
二
市
と
西

濃
九
郡
を
、
一
九
二
三
年
三
月
に
東
濃
四
郡
を
巡
回
し
た
。
こ
の
と
き
西
濃
地
方

の
史
料
採
訪
の
一
環
と
し
て
、
一
九
二
〇
年
十
月
下
旬
に
養
老
郡
多
良
村
の
高
木

貞
元
家
︵
西
家
︶
と
高
木
貞
一
家
︵
東
家
︶
を
訪
れ
、
所
蔵
史
料
を
調
査
し42

、
明

治
期
の
調
査
で
は
洩
ら
し
た
西
家
の
初
期
文
書
お
よ
び
東
家
の
初
期
文
書
を
確
認

し
た
。
渡
辺
の
高
木
家
訪
問
に
同
行
し
た
中
島
俊
司
に
よ
る
と
、
こ
の
と
き
高
木

貞
一
は
神
戸
市
に
居
住
し
て
い
た
た
め
、
旧
家
臣
が
庫
を
開
け
て
文
書
を
見
せ
た

と
い
う43

。

翌
年
三
月
、
編
纂
中
の
﹃
大
日
本
史
料
﹄
の
参
考
に
資
す
る
た
め
、
史
料
編
纂

掛
事
務
主
任
・
史
料
編
纂
官
辻
善
之
助
の
名
義
で
も
っ
て
両
家
へ
史
料
の
借
用
を

願
い
、
謄
写
・
影
写
の
上
、
翌
年
九
月
二
十
二
日
に
返
送
し
た
。
こ
の
と
き
借
用

し
た
史
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

西
家⑫

﹁（
包
紙
）家
康
様
御
書
﹂　

九
月
廿
八
日
家
康
花
押　

高
木
権
右
衛
門
宛　

一
通

⑬
慶
長
六
年
八
月
四
日　

大
久
保
十
兵
衛
知
行
書
立　

一
通

⑭
戌
二
月
七
日
伊
熊
本
中

等
五
人
連
署　

高
木
右
京
外
三
人
宛　

一
通

⑮
戌
二
月
廿
三
日
伊　

熊

大
十
兵

等
四
人
連
署　
高
木
筑
後　
　
　

長
田
将
左
衛
門
宛　

一
通

﹁（
包
紙
）土
方
彦
三
郎
殿
書
状　

二
通
﹂　

二
通

　

⑯
イ
、
五
月
廿
四
日　

土
方
勘
兵
衛
雄
良
花
押　

御
四
人
衆
宛

　

⑰
ロ
、
天
正
十
二
年
四
月
廿
五
日　

雄
良
花
押　

高
木
権
右
衛
門
宛

⑱ 

﹁（
包
紙
）天
正
十
四
年
信
雄
公
ヨ
リ
被
下
候
黒
印
一
巻
﹂
天
正
十
四
年
七
月
廿
三
日
信
雄
黒
印

　
　
　
　
　
　
　

高
木
権
右
衛
門
宛　一

通

⑲
二
月
六
日　

本
多
佐
渡
守
正
信
花
押　

高
木
平
兵
衛
宛　

書
状　

一
通

⑳
極
月
廿
五
日　

本
多
上
野
介
正
純
花
押　

高
木
平
兵
衛
宛　

一
通

㉑

朝
鮮
陣
ノ
節
御
朱
印　

天
正
廿
年
三
月
十
三
日
朱
印　

一
通

㉒

﹁（
包
紙
）上
総
国
高
御
領
地
御
拝
領
﹂　

慶
長
二
年
九
月
吉
日　

高
木
宛　

一
通

㉓

文
禄
四
年
八
月
朔
日　
彦
坂
小
刑
部
・
大
久
保

十
兵
衛
・
伊
奈
熊
蔵

花
押　

高
木
権
右
衛
門
宛　

一
通

㉔

﹁（
包
紙
）秀
忠
様
御
書
﹂　

九
月
晦
日　

秀
忠　

高
木
権
右
衛
門
宛　

一
通

㉕

﹁（
包
紙
）北
伊
勢
桑
名
郡
ノ
内
御
黒
印
﹂　
天
正
十
四
年
七
月
廿
三
日
黒
印

　
　
　
　
　

高
木
権
右
衛
門
宛　

一
通

㉖

﹁（
包
紙
）伊

勢
国
飯
明
郡　

御
書
付
﹂　
天
正
十
二
年
十
月
十
三
日　

曽
我
又
二
郎
外
二
名
連
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
木
権
右
衛
門
宛　

一
通

「
（
包
紙
）台

徳
院
様
御
内
書
二
通
﹂　

計
二
通

　

㉗
イ
、
六
月
七
日　
　
　

黒
印　

高
木
平
兵
衛
宛

　

㉘
ロ
、
三
月
二
十
五
日　

黒
印　

同

㉙

﹁（
包
紙
）成
瀬
小
吉
殿
状
壱
通
﹂
二
月
五
日　

成
小
吉
花
押　

高
平
兵
衛
宛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

一
通

㉚

﹁（
包
紙
）高

木
新
兵
衛
尉
殿
﹂
寛
永
六
年
八
月
八
日
朱
印　

高
木
新
兵
衛
尉
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

一
通

㉛

御
判
物
類
写　

一
冊

㉜

先
祖
書　

一
冊

㉝

先
年
より
御
用
蒙
仰
候
御
奉
書
并
諸
書
付
等
ノ
写　

一
冊

㉞

蒼
海
記　

計
十
三
冊

㉟

川
通
御
用
日
記　

内
藤
十
左
衛
門
ノ
日
記　

一
巻

○
写
雑
記　

一
巻
︵
＝
⑨
︶

㊱ 

内
藤
十
三
衛
門
旅
宿
桑
名
郡
五
明
村
百
姓
彦
八
ヨ
リ
高
木
新
兵
衛
内
赤
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尾
利
左
衛
門
ニ
差
出
シ
タ
ル
書　

一
通

㊲

同
人
死
体
検
案
書　

一
通

㊳

同
親
類
ノ
死
体
及
ビ
所
持
品
受
取
書　

一
通

㊴

同
人
付
添
竿
取
足
軽
大
嶽
善
左
衛
門
ノ
口
上
書　

一
通

㊵

同
小
者
平
五
郎
ノ
申
立
書　

一
通

東
家⑴

書
上
系
図
書　

写　

一
巻

⑵
先
祖
書
略
抜
記　

一
冊

⑶
天
正
八
年
十
月
日
信
忠
花
押　

駒
野
町
市
安
堵
状　

一
通

⑷
永
禄
十
、
十
一
月
日　

花
押　

高
木
彦
左
衛
門
宛　

一
通

⑸
天
正
十
四
年
七
月
廿
三
日
信
雄
黒
印　

高
木
彦
介
宛　

一
通

⑹
天
正
十
二
年
五
月
廿
一
日
信
雄
花
押　

高
木
四
家
宛　

一
通

⑺
天
正
八
年
十
一
月　

信
忠
花
押　

高
木
彦
左
衛
門
宛　

一
通

⑻
六
月
十
九
日　

羽
筑
秀
吉
花
押　

高
木
彦
左
衛
門
宛　

一
通

⑼
七
月
晦
日　

信
雄
花
押　

高
木
権
右
衛
門
外
三
人
宛　

一
通

⑽
十
月
廿
三
日　

信
雄
花
押　

宝
泉
寺
宛　

一
通

⑾
十
二
月
四
日　

粟
津
右
近
花
押　

高
木
彦
尉
宛　

一
通

⑿
十
二
月
五
日　

伊（

マ

マ

）

賀
伊
賀
守
秀
通
花
押　

土
方
勘
兵
衛
宛　

一
通

⒀
弘
治
二　

九
月
廿
日　

新
九
郎
高
政
花
押　

高
木
直
介
宛　

一
通

⒁
五
月
十
八
日　

治
部
卿
法
印
願　

花
押　

高
木
彦
介
宛　

一
通

⒂
天
正
九
霜
月
十
日　

信
忠
花
押　

高
木
彦
左
衛
門
宛　

一
通

⒃
天
正
十
九
年
十
一
月
十
二
日　

黒
印　

一
通

⒄
天
正
十
年
七
月
廿
五
日　

信
孝
花
押　

高
木
彦
左
衛
門
宛　

一
通

⒅
天
正
十
九
年
十
一
月　

高
木
衆　

一
通

⒆
八
月
十
一
日　

松
平
左
衛
門
大
夫
花
押　

高
木
藤
兵
衛
宛　

一
通

⒇
二
月
十
八
日
松
平
左
衛
門
大
夫
花
押　

高
木
藤
兵
衛
宛　

一
通

�
﹁（

包
紙
）大

御
所
様
御
書
﹂　

吉
宗
花
押　

中
山
大
納
言
宛　

一
通

�
寛
永
六
年
八
月
八
日　

朱
印　

高
木
藤
兵
衛
宛　

一
通

�
三
月
廿
五
日　

黒
印　

高
木
藤
兵
衛
宛　

一
通

�
六
月
七
日　

黒
印　

高
木
藤
兵
衛
宛　

一
通

�
覚
書　

高
木
藤
兵
衛
覚　

一
通

�
覚
書　

東
照
宮
御
合
戦
記　

一
通

�
﹁（

箱
書
）朝
鮮
国
内
裏
并
陣
場
之
図
﹂　

図
五
枚　

幕
ギ
レ
二
枚　

一
箱

�
朝
鮮
人
来
聘
ノ
節
江
戸
席
絵
図　

一
枚

�
十
月
十
日
山
本
平
六　
松
平
右
衛
門
督
宛
古
合
戦
ノ
義
ヲ
書
キ
シ
モ
ノ　

一
通

�
信
長
公
御
一
代
御
合
戦
之
覚　

一
巻

�
琉
球
人
登
城
并
上
野
御
宮
参
詣
行
列　

一
冊

�
寛
永
十
八
年
六
月
廿
六
日　

高
木
伝
助　

家
系　

一
枚

�
﹁（

包
紙
）御
先
祖
書
入
﹂　

一
通

�
九
月
十
三
日　

大
石
内
蔵
介　

普
門
院
宛　

一
軸

こ
れ
ら
の
内
容
を
み
る
と
、
第
一
に
西
家
・
東
家
と
も
共
通
し
て
初
期
文
書
︱

す
な
わ
ち
戦
国
か
ら
織
豊
・
近
世
初
期
に
か
け
て
の
書
状
・
充
行
状
等
を
取
り
上

げ
る
と
と
も
に
、
そ
の
写
︵
御
判
物
類
写
︶
や
初
期
文
書
を
用
い
た
編
纂
物
︵
先

祖
書
︶、
合
戦
記
︵
東
家
︶
も
借
用
し
て
お
り
、
高
木
家
の
出
自
や
天
下
人
の
動

向
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
美
濃
の
様
相
を
示
す
史
料
を
網
羅
的
に
調
査
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

初
期
文
書
は
高
木
家
の
由
緒
や
出
自
を
示
す
も
の
と
し
て
各
家
で
大
切
に
保
管

さ
れ
、
寛
政
期
以
降
の
系
譜
編
纂
に
お
い
て
活
用
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
元
祖
と
二

代
目
を
同
じ
く
す
る
高
木
三
家
で
は
、
各
家
に
伝
来
す
る
初
期
文
書
を
照
合
し
、

先
祖
の
事
績
を
考
証
し
た
。
御
判
物
類
写
︵
㉛
︶
は
そ
う
し
た
中
で
作
成
さ
れ
た

一
冊
で
あ
り
、
失
わ
れ
た
北
家
文
書
を
含
む
高
木
三
家
お
よ
び
法
泉
寺
の
初
期
文

書
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
日
に
お
い
て
も
貴
重
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
初
期

文
書
は
﹃
大
日
本
史
料
﹄
の
編
纂
に
活
用
さ
れ
た
ほ
か
、
多
く
が
﹃
養
老
郡
志44

﹄

や
﹃
岐
阜
県
史　

史
料
編45

﹄
に
翻
刻
掲
載
さ
れ
た
こ
と
で
一
般
に
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。

第
二
に
西
家
に
お
い
て
は
、
治
水
関
係
文
書
︵
㉝
～
㊵
︶
に
も
調
査
が
及
ん
で

お
り
、
中
で
も
宝
暦
治
水
の
と
き
自
刃
し
た
内
藤
十
左
衛
門
に
関
心
が
集
中
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
史
料
編
纂
掛
に
お
い
て
も
宝
暦
治
水
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

第
三
に
東
家
に
お
い
て
は
朝
鮮
国
内
裏
・
陣
場
図
や
通
信
使
の
席
絵
図
、
琉
球

使
節
行
列
図
な
ど
朝
鮮
・
琉
球
関
係
の
史
料
に
も
調
査
が
及
ん
で
い
た
。
な
お
、

�
は
大
石
内
蔵
助
の
真
筆
で
﹃
赤
穂
義
士
史
料
﹄
下
巻46

や
﹃
史
林
聚
芳
﹄
第
五
輯47
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に
掲
載
さ
れ
た
。

右
の
う
ち
西
家
の
史
料
は
写
雑
記
を
除
い
て
す
べ
て
現
存
し
て
い
る
が
︵
㉛
㉜

は
高
木
家
所
蔵
、
㉝
～
㊵
は
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
、
残
り
は
個
人
蔵
︶、

東
家
の
史
料
で
原
本
の
存
在
を
確
認
で
き
た
の
は
、
�
御
先
祖
書
入
︵
筒
井
東

27
︶
と
�
琉
球
人
登
城
并
上
野
御
宮
参
詣
行
列
︵
國
立
臺
灣
大
學
圖
書
館
所
蔵
︶

の
二
点
の
み
で
あ
っ
た
。

四
　
初
期
文
書
の
活
用

史
料
編
纂
掛
の
史
料
採
訪
に
よ
り
西
家
・
東
家
に
伝
来
す
る
初
期
文
書
が
確
認

さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
後
の
活
用
の
道
が
拓
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

中
で
も
特
に
貴
重
と
さ
れ
、
多
く
の
場
面
で
活
用
さ
れ
た
の
が
、
織
田
信
長
書

状
︵
②
③
④
⑤
⑷
︶、
豊
臣
秀
吉
朱
印
陣
立
書
︵
㉑
︶、
朝
鮮
国
内
裏
并
陣
場
之
図

︵
�
︶
の
三
種
で
あ
る
。

ま
ず
、
信
長
書
状
か
ら
み
て
い
く
こ
と
に
す
る48

。
一
九
三
一
︵
昭
和
六
︶
年
が

信
長
の
三
百
五
十
年
忌
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
信
長
の
遠
忌
を
記
念
し
、
そ
の
偉

業
遺
徳
を
発
揚
す
る
た
め
、
岐
阜
保
勝
会
が
美
濃
国
内
に
現
存
す
る
信
長
の
遺

文
・
遺
物
の
写
真
を
収
載
し
た
﹃
岐
陽
遺
文
﹄
を
刊
行
し
た
。
同
年
に
は
尾
張
に

お
い
て
も
、
名
古
屋
温
故
会
が
﹃
尾
張
国
遺
存
織
田
信
長
史
料
写
真
集
﹄
を
刊
行

し
て
お
り
、
美
濃
と
尾
張
の
両
国
で
競
い
合
う
よ
う
に
信
長
史
料
の
写
真
集
が
編

纂
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
﹃
岐
陽
遺
文
﹄
に
は
西
家
と
東
家
が
所
蔵
す
る
信
長
文
書
五
通
す
べ

て
が
収
録
さ
れ
た
︵
三
高
木
丞
助
宛
書
状
⑤
、
十
一
高
木
彦
左
衛
門
本
領
安
堵
状

⑷
、
二
十
鷹
野
鉄
砲
許
可
状
②
、
二
十
一
今
尾
城
諸
士
宛
下
知
状
④
、
二
十
四
高

木
権
右
衛
門
尉
宛
文
書
③
、
漢
数
字
は
﹃
岐
陽
遺
文
﹄
の
番
号
、
文
書
名
は
同
書

に
依
る
︶。﹃
岐
陽
遺
文
﹄
が
収
載
す
る
写
真
は
古
文
書
・
制
札
・
廟
所
な
ど
二
九

点
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
五
点
を
高
木
家
文
書
︵
西
家
四
通
、
東
家
一
通
︶
が
占
め

た
。
岐
阜
保
勝
会
は
数
通
の
古
文
書
の
採
否
に
あ
た
っ
て
は
史
料
編
纂
官
の
渡
辺

世
祐
の
指
導
を
仰
い
だ
と
あ
り
、
渡
辺
に
よ
る
史
料
採
訪
の
成
果
が
反
映
さ
れ
た

一
冊
で
あ
っ
た49

。

こ
の
一
〇
年
後
の
三
百
六
十
年
忌
に
際
し
て
は
、
名
古
屋
市
が
織
田
信
長
公
顕

彰
展
覧
会
・
景
仰
祭
お
よ
び
講
演
会
を
開
催
し
た
。
会
場
は
鶴
舞
公
園
内
の
公
会

堂
、
期
間
は
一
九
四
一
年
十
月
三
十
日
か
ら
十
一
月
三
日
ま
で
で
あ
る
。
時
局
に

鑑
み
国
運
と
文
化
の
進
展
に
寄
与
し
た
偉
業
を
顕
彰
す
る
と
あ
り
、
戦
時
下
の
国

威
発
揚
を
目
的
と
し
た
式
典
で
あ
っ
た
。
そ
の
開
催
に
先
立
ち
名
古
屋
市
長
縣
忍

は
高
木
貞
元
に
対
し
て
所
蔵
の
信
長
文
書
四
通
の
展
覧
会
へ
の
出
陳
を
依
頼
し
、

貞
元
は
快
諾
し
た50

。
こ
う
し
て
名
古
屋
に
お
い
て
も
西
家
伝
来
の
信
長
書
状
が
公

開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
戦
後
の
一
九
五
三
年
に
も
、
三
百
七
十
年
忌
を
機
縁
と
し
て
岐
阜
ま
つ

り
振
興
会
と
岐
阜
タ
イ
ム
ス
が
信
長
祭
を
挙
行
す
る
に
際
し
、
信
長
書
状
の
借
用

を
高
木
貞
元
に
願
い
出
て
い
た51

。
今
回
は
新
生
日
本
の
建
設
に
あ
た
り
﹁
近
代
的

英
雄
﹂
で
あ
る
信
長
の
偉
業
を
し
の
ぶ
と
あ
っ
た
。
敗
戦
を
は
さ
ん
で
信
長
の
位

置
づ
け
が
転
回
し
て
い
る
が
、
一
〇
年
ご
と
の
年
忌
を
機
に
信
長
が
回
顧
さ
れ
、

高
木
家
に
伝
来
し
た
信
長
書
状
が
公
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
豊
臣
秀
吉
朱
印
陣
立
書
も
耳
目
を
集
め
た
。
同
陣
立
書
は
天
正
二
十

︵
一
五
九
二
︶
年
の
朝
鮮
出
兵
︵
文
禄
役
︶
に
お
け
る
軍
勢
の
配
置
を
定
め
た
陣

立
書
で
あ
る52

。

す
で
に
史
料
編
纂
掛
が
影
写
の
た
め
借
用
し
た
折
に
注
目
し
、
借
用
中
の
一
九

二
二
︵
大
正
十
一
︶
年
五
月
に
開
催
し
た
史
料
編
纂
掛
の
史
料
展
覧
会
に
陳
列
す

る
こ
と
を
高
木
貞
元
に
願
い
出
て
い
た53

。

そ
の
後
、
一
九
三
九
年
に
開
催
さ
れ
た
徳
川
美
術
館
主
催
の
文
禄
戦
役
展
覧
会

に
も
陣
立
書
が
出
陳
さ
れ
た54

。

一
九
四
二
年
四
月
二
十
八
日
か
ら
は
、
大
阪
市
と
大
阪
毎
日
新
聞
社
の
共
同
主

催
に
よ
る
﹁
大
東
亜
へ
の
回
想　

豊
公
大
展
覧
会
﹂
が
、
大
阪
城
天
守
閣
を
会
場

と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
中
部
軍
司
令
部
・
大
阪
師
団
司
令
部
・
大
阪
警
備
府
が
後

援
、
財
団
法
人
豊
公
会
が
協
賛
し
て
お
り
、
戦
時
色
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
た

が
、
展
示
内
容
は
充
実
し
て
お
り
、
国
宝
・
重
要
美
術
品
を
含
む
宸
影
・
宸
翰
、

木
像
・
画
像
、
神
号
、
自
筆
を
含
む
書
状
、
文
禄
・
慶
長
役
資
料
、
海
外
発
展
資

料
、
桃
山
芸
術
︵
屏
風
や
太
刀
、
衣
裳
、
出
土
品
な
ど
︶
一
〇
〇
点
以
上
を
一
堂

に
集
め
た
大
規
模
な
展
覧
会
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
文
禄
・
慶
長
役
資
料
の
一
つ
と

し
て
豊
臣
秀
吉
朱
印
陣
立
書
が
出
陳
さ
れ
た55

。

最
後
に
東
家
に
伝
来
し
た
朝
鮮
国
内
裏
并
陣
場
之
図
に
も
言
及
し
て
お
き
た

い
。植

民
地
統
治
下
の
朝
鮮
京
城
府
に
お
い
て
、
一
九
二
六
年
か
ら
府
史
の
編
纂
が
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始
ま
り
、
一
九
四
一
年
ま
で
に
全
三
巻
の
刊
行
を
終
え
た56

。
そ
の
初
巻
、
す
な
わ

ち
太
古
よ
り
統
監
政
治
開
始
直
前
に
い
た
る
京
城
の
沿
革
概
要
を
叙
述
し
た
第
一

巻
の
口
絵
の
一
枚
と
し
て
、
朝
鮮
国
内
裏
并
陣
場
之
図
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
は

渡
辺
世
祐
の
史
料
採
訪
に
よ
り
史
料
編
纂
掛
で
模
写
し
た
同
図
を
口
絵
と
し
た
も

の
で
あ
っ
た57

。
本
図
は
東
家
初
代
の
貞
友
が
、
加
藤
光
泰
に
従
っ
て
文
禄
役
に
出

征
し
た
折
、
京
城
滞
在
中
に
自
ら
描
い
た
図
と
の
箱
書
き
が
あ
っ
た
。
口
絵
の
解

説
に
は
﹁
日
軍
の
明
軍
に
備
へ
た
形
勢
を
見
る
に
足
り
、
本
図
が
文
禄
二
年
正
月

二
十
六
日
碧
蹄
館
役
前
後
の
も
の
で
あ
つ
て
、
貞
友
自
身
の
手
に
よ
つ
て
製
せ
ら

れ
た
地
図
で
あ
る
こ
と
も
明
瞭
﹂
と
あ
り
、
最
古
の
京
城
古
図
と
評
さ
れ
て
い

た
。朝

鮮
国
内
裏
并
陣
場
之
図
に
注
目
し
た
も
う
一
人
の
人
物
が
徳
富
蘇
峰
で
あ
っ

た
。
徳
富
も
史
料
編
纂
掛
に
お
い
て
渡
辺
よ
り
朝
鮮
国
内
裏
并
陣
場
之
図
を
拝
見

し
、
模
写
お
よ
び
写
真
撮
影
と
将
来
的
に
﹃
日
本
国
民
史　

朝
鮮
役
﹄
の
巻
中
に

挿
入
す
る
こ
と
の
許
可
を
高
木
貞
一
へ
求
め
て
い
た58

。

お
わ
り
に

近
世
に
川
通
御
用
を
務
め
た
高
木
家
が
治
水
関
係
文
書
を
所
蔵
し
て
い
る
こ
と

は
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
明
治
前
期
か
ら
地
域
の
村
々
の
要
請
に
応
じ
て
貸

し
出
さ
れ
て
い
た
。
い
わ
ば
地
域
史
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
一
方
で
、
近
代
の
木

曽
川
改
修
工
事
と
い
う
課
題
の
中
で
近
世
治
水
史
を
解
き
明
か
す
史
料
と
し
て
高

木
家
文
書
が
注
目
さ
れ
、
特
に
宝
暦
治
水
と
薩
摩
義
士
が
伝
説
化
す
る
に
お
い
て

高
木
家
文
書
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

一
方
で
戦
国
期
に
出
自
を
も
つ
高
木
家
に
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
美

濃
の
様
相
を
示
す
戦
国
武
将
の
発
給
文
書
や
朝
鮮
出
兵
に
関
わ
る
絵
図
等
が
伝
来

し
て
お
り
、
や
は
り
早
く
か
ら
関
心
を
集
め
て
い
た
。
そ
れ
ら
初
期
文
書
は
名
古

屋
大
学
に
受
け
継
が
れ
な
か
っ
た
た
め
、
同
大
学
の
高
木
家
文
書
整
理
事
業
の
中

で
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
戦
前
期
に
お
い
て
は
治
水
関
係
文
書
と

並
ぶ
存
在
で
あ
っ
た
。

西
家
の
当
主
で
あ
っ
た
高
木
貞
正
・
貞
元
父
子
は
、
こ
う
し
た
高
木
家
文
書
の

価
値
を
理
解
し
て
保
存
に
尽
力
し
、
黒
板
勝
美
の
薫
陶
を
受
け
た
中
島
俊
司
に
保

存
・
管
理
を
依
頼
し
た
。
美
濃
の
郷
土
史
研
究
の
発
展
に
寄
与
し
た
中
島
に
よ

り
、
治
水
関
係
文
書
一
万
余
点
の
目
録
採
取
が
お
こ
な
わ
れ
、＂
木
曽
三
川
治
水

史
料
の
宝
庫
＂
と
し
て
の
高
木
家
文
書
の
価
値
が
学
術
的
に
明
ら
か
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
治
水
関
係
文
書
は
、
中
島
の
計
ら
い
に
よ
り
、
戦
後
分
散
す
る
こ
と
な

く
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
に
受
け
継
が
れ
た
。

ま
た
、
初
期
文
書
は
史
料
編
纂
掛
の
史
料
採
訪
に
よ
っ
て
全
貌
が
明
ら
か
に
な

り
、
高
い
評
価
が
与
え
ら
れ
た
。
特
に
、
美
濃
・
尾
張
に
お
け
る
信
長
顕
彰
、
戦

時
中
の
秀
吉
回
顧
と
い
う
時
代
状
況
の
中
で
、
高
木
家
所
蔵
の
信
長
文
書
や
秀
吉

の
陣
立
書
は
繰
り
返
し
展
示
会
に
出
陳
さ
れ
た
。

古
文
書
が
史
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
に
は
、
調
査
・
整
理
さ
れ
、
広
く
一
般
に

公
開
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
公
開
さ
れ
、
活
用
さ
れ
る
こ
と
で
古
文
書
の

史
料
と
し
て
の
価
値
・
評
価
も
定
ま
っ
て
く
る
。
高
木
家
に
お
い
て
も
、
調
査
・

整
理
・
活
用
と
い
う
サ
イ
ク
ル
の
中
で
所
蔵
文
書
の
価
値
を
認
識
し
、
そ
の
保
存

に
努
め
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

高
木
家
文
書
は
、
戦
後
、
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
に
よ
っ
て
五
万
点
余
が
整

理
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
木
曽
三
川
流
域
に
お
け
る
治
水
史
料
の
宝
庫
で
あ
る
こ

と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
支
配
関
係
文
書
と
家
政
関
係
文
書
も
豊
富

に
現
存
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
江
戸
時
代
全
期
間
を
通
じ
て
の
、
旗

本
領
主
制
の
様
相
を
知
り
得
る
貴
重
な
文
書
群
と
い
う
新
た
な
価
値
が
み
い
だ
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

⑴　

 

一
八
七
一
年
に
高
木
家
の
家
督
を
継
い
だ
高
木
貞
正
は
、
学
区
取
締
を
経
て
一
八
七

九
年
二
月
に
多
芸
・
上
石
津
郡
の
初
代
郡
長
に
任
命
さ
れ
、
一
八
九
三
年
十
二
月
ま

で
一
五
年
に
わ
た
っ
て
郡
行
政
を
司
っ
た
。
郡
長
退
職
の
翌
年
に
は
衆
議
院
議
員
を

一
期
務
め
、
晩
年
に
は
養
老
郡
会
議
長
や
多
良
村
長
の
職
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の

間
、
郡
教
育
会
の
会
頭
や
濃
飛
私
立
衛
生
会
の
地
方
委
員
、
多
芸
輪
中
水
利
土
功
会

議
長
な
ど
も
務
め
、
大
垣
共
立
銀
行
や
濃
飛
農
工
銀
行
の
設
立
に
も
関
わ
る
。
一
九

二
〇
年
三
月
に
七
〇
歳
で
死
去
し
た
折
、
多
良
村
は
村
葬
で
も
っ
て
そ
の
功
績
を
讃

え
た
。

　
　

 　

後
を
継
い
だ
貞
元
も
多
良
村
長
や
多
良
村
会
議
員
を
歴
任
す
る
一
方
で
養
老
郡
農

会
幹
事
や
多
良
消
防
組
頭
を
務
め
、
ま
た
帝
国
在
郷
軍
人
会
の
分
会
長
と
し
て
長
年

分
会
員
を
指
導
し
、
敗
戦
後
の
一
九
四
九
年
に
六
二
歳
で
死
去
し
た
。

⑵　

 

伊
藤
孝
幸
﹁
名
古
屋
大
学
に
よ
る
高
木
家
文
書
購
入
の
顛
末
﹂︵
名
古
屋
大
学
附
属
図
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書
館
報
﹃
館
燈
﹄
一
〇
八
、
一
九
九
二
年
︶、
同
﹁
本
学
に
よ
る
高
木
家
文
書
購
入
の

顛
末
﹂︵﹁
高
木
家
文
書
調
査
報
告
︵
補
遺
の
二
︶﹂︹﹃
名
古
屋
大
学
古
川
総
合
研
究
資

料
館
報
告
﹄
八
、
一
九
九
二
年
︺
に
収
録
︶、
同
﹁
戦
後
に
お
け
る
近
世
史
料
類
の
収

集
過
程
︱
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
高
木
家
文
書
の
場
合
︱
﹂︵﹃
歴
史
の
理
論

と
教
育
﹄
八
九
、
一
九
九
四
年
︶、
同
﹁
名
古
屋
大
学
に
よ
る
高
木
家
文
書
購
入
の
一

件
に
つ
い
て
︱
文
学
部
創
設
後
の
諸
相
を
交
え
て
の
聞
き
取
り
調
査
報
告
︱
﹂︵﹃
名

古
屋
大
学
古
川
総
合
研
究
資
料
館
報
告
﹄
一
〇
、
一
九
九
四
年
︶。

⑶　

 ﹃
高
木
家
文
書
目
録
﹄
巻
一
︵
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
・
高
木
家
文
書
調
査
室
、
一

九
七
八
年
︶
解
題
一
二
頁
。

⑷　

 

高
木
家
文
書
の
典
拠
は
次
の
よ
う
に
略
記
し
整
理
番
号
を
記
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内

容
や
伝
来
、
目
録
に
つ
い
て
は
、
高
木
家
文
書
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
︵https://

libdb.nul.nagoya-u.ac.jp/infolib/m
eta_pub/G

0000011Takagi

︶
を
参
照
の
こ
と
。

　

名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
＝
名
図
︵
補
遺
は
整
理
中
︶。

　

高
木
貞
勝
氏
所
蔵
高
木
家
文
書
＝
高
木
︵
一
部
目
録
未
公
開
︶。

　

筒
井
稔
氏
所
蔵
東
高
木
家
文
書
＝
筒
井
東
。

　

旗
本
西
高
木
家
陣
屋
跡
主
屋
襖
下
張
文
書
︵
大
垣
市
所
蔵
︶
＝
襖
下
張
。

　

福
長
氏
旧
蔵
西
高
木
家
文
書
︵
大
垣
市
所
蔵
︶
＝
福
長
。

⑸　

 

名
図
Ｆ
・
８
・
⑴
・
３
３
３
い
、
同
３
３
３
こ
。　

 

⑹　

 

名
図
Ｆ
・
８
・
⑴
・
２
６
６
、
同
３
３
４
、
同
４
３
０
。
襖
下
張
１
︱
７
︱
４
、
同

１
︱
３
︱
７
、
同
１
︱
７
︱
５
。

⑺　

 

名
図
補
遺
Ｆ
・
８
・
⑴
・
４
２
８
。

⑻　

 ﹃
ふ
る
さ
と
笠
松
﹄︵
笠
松
町
、
一
九
八
三
年
︶
三
〇
五
～
三
一
三
頁
。

⑼　

 ﹃
飛
騨
・
美
濃
の
古
地
図
と
史
料
～
飛
騨
郡
代
高
山
陣
屋
文
書
・
美
濃
郡
代
笠
松
陣
屋

堤
方
役
所
文
書
～
﹄︵
岐
阜
県
教
育
文
化
財
団
歴
史
資
料
館
、
二
〇
〇
八
年
︶。

⑽　

 

名
図
Ｆ
・
８
・
⑴
・
２
６
５
。

⑾　

 

名
図
Ｆ
・
８
・
⑴
・
３
３
４
。

⑿　

 

名
図
Ｆ
・
８
・
⑴
・
２
６
６
。

⒀　

 

名
図
補
遺
Ｆ
・
８
・
⑴
・
４
３
０
。
襖
下
張
１
︱
７
︱
４
、
同
１
︱
３
︱
７
、
同
１

︱
７
︱
５
。

⒁　

 

名
図
補
遺
Ｈ
・
１
・
⑶
・
５
３
３
、
同
４
３
３
。

⒂　

 

可
児
光
生
﹁
神
谷
道
一
﹃
関
个
原
合
戦
図
志
﹄
編
纂
を
め
ぐ
っ
て
﹂︵﹃
年
報
近
現
代

史
研
究
﹄
一
〇
、
二
〇
一
八
年
︶
よ
り
引
用
。
引
用
に
際
し
て
旧
字
体
は
新
字
体
に

改
め
た
。

⒃　

 

名
図
Ｈ
・
２
・
⑶
・
１
０
。

⒄　

 ﹃
明
治
期
岐
阜
県
職
員
録　

そ
の
二
﹄︵
岐
阜
県
郷
土
資
料
研
究
協
議
会
、
一
九
八
七

年
︶。

⒅　

 

襖
下
張
１
︱
３
︱
８
。

⒆　

 

襖
下
張
１
︱
６
︱
３
３
。

⒇　

 

前
掲
・
可
児
光
生
﹁
神
谷
道
一
﹃
関
个
原
合
戦
図
志
﹄
編
纂
を
め
ぐ
っ
て
﹂。

�　

 

名
図
Ｆ
・
８
・
⑴
・
３
３
５
、
同
Ｈ
・
１
・
⑷
・
１
６
。

�　

 

神
谷
道
一
﹃
関
原
合
戦
図
志
﹄︵
小
林
新
兵
衛
発
行
、
一
八
九
二
年
︶。

�　

 

秋
山
晶
則
﹁
高
木
家
文
書
調
査
報
告
︵
補
遺
の
十
︶﹂︵﹃
名
古
屋
大
学
博
物
館
報
告
﹄

一
六
、
二
〇
〇
〇
年
︶。
羽
賀
祥
二
﹁
治
水
の
神
の
誕
生

︱
宝
暦
薩
摩
義
士
と
木
曽

三
川
流
域

︱
﹂︵﹃
歴
史
学
研
究
﹄
七
四
二
、
二
〇
〇
〇
年
︶
、
同
﹁
宝
暦
治
水
工

事
と
︿
聖
地
﹀
の
誕
生
﹂︵﹃
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
研
究
年
報
﹄
三
、
二
〇
〇
四
年
︶。

�　

 ﹃
農
業
土
木
古
典
選
集
８
巻　

治
水
論
﹄︵
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
八
九
年
︶
の
解

題
︵
宮
崎
忠
・
石
﨑
正
和
執
筆
︶。

�　

 

名
図
補
遺
Ｈ
・
１
・
⑶
・
５
９
２
。

�　

 

中
島
俊
司
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
考
に
し
た
。﹃
復
刻
版　

輪
之
内
町
史
﹄︵
輪
之
内

町
、
一
九
八
八
年
︶。﹃
郷
土
の
輝
く
先
人
﹄
上
巻
︵
輪
之
内
町
、
二
〇
〇
四
年
︶。﹃
大

垣
共
立
銀
行
百
年
史
﹄︵
株
式
会
社
大
垣
共
立
銀
行
、
一
九
九
七
年
︶。
三
成
重
敬
﹁
醍

醐
寺
三
十
五
年
﹂︵
醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
﹃
研
究
紀
要
﹄
九
、
一
九
八
七
年
︶。

�　

 

中
島
俊
司
﹁
高
木
文
書
の
整
理
﹂︵
黒
板
博
士
記
念
会
編
﹃
古
文
化
の
保
存
と
研
究
﹄、

一
九
五
三
年
︶。
前
掲
・
伊
藤
孝
幸
﹁
本
学
に
よ
る
高
木
家
文
書
購
入
の
顛
末
﹂。

�　

 

前
掲
・
中
島
俊
司
﹁
高
木
文
書
の
整
理
﹂
二
〇
三
～
二
〇
四
頁
。

�　

 

醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
編
﹃
醍
醐
寺
文
化
財
調
査
百
年
誌
﹄︵
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三

年
︶。
佐
和
隆
研
﹁
醍
醐
寺
古
文
書
、
聖
教
調
査
の
足
跡
﹂︵
醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
﹃
研

究
紀
要
﹄
一
、
一
九
七
八
年
︶。
三
成
茂
敬
﹁
醍
醐
寺
の
古
文
書
記
録
等
の
調
査
﹂︵
前

掲
﹃
古
文
化
の
保
存
と
研
究
﹄
に
収
録
︶。

�　

 
前
掲
・
三
成
茂
敬
﹁
醍
醐
寺
の
古
文
書
記
録
等
の
調
査
﹂
五
三
頁
。

�　

 ﹃
昭
和
十
一
年
十
一
月　

日
本
古
文
化
研
究
所
事
業
報
告
﹄。

�　

 

前
掲
・
中
島
俊
司
﹁
高
木
文
書
の
整
理
﹂
二
〇
八
頁
。

�　

 

高
木
１
５
８
︵
仮
番
号
︶。

�　

 

高
木
１
５
９
～
１
６
１
︵
仮
番
号
︶。
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�　

 

高
木
家
に
岐
阜
県
罫
紙
に
清
書
さ
れ
た
﹁
濃
勢
尾
三
川
普
請　

西
高
木
家
古
文
書
総

目
録　

自
昭
和
七
年
至
昭
和
十
一
年
整
理
分
﹂
一
冊
が
伝
わ
っ
て
い
る
︵
高
木
１
４

０
、
仮
番
号
︶。

�　
 

上
下
巻
。
編
纂
事
務
室
の
閉
鎖
は
一
九
四
二
年
三
月
で
あ
っ
た
が
、
戦
況
の
悪
化
に

よ
り
刊
行
は
一
九
五
三
年
三
月
と
な
っ
た
。

�　

 
岐
阜
県
へ
の
史
料
採
訪
に
つ
い
て
は
、﹃
岐
阜
県
史　

史
料
編 

古
代
・
中
世
一
﹄︵
岐

阜
県
、
一
九
六
九
年
︶
の
﹁
解
説
と
解
題
﹂
お
よ
び
﹃
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
史
史

料
集
﹄︵
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
二
〇
〇
一
年
︶
に
依
る
。
な
お
、
史
料
編
纂
掛
が

史
料
編
纂
所
と
改
称
さ
れ
る
の
は
一
九
二
九
年
で
あ
る
。

�　

 

名
図
補
遺
Ｆ
・
８
・
⑴
・
４
３
６
。

�　

 

高
木
１
４
４
あ
～
い
︵
仮
番
号
︶。

�　

 

法
泉
寺
は
伊
勢
国
桑
名
郡
香
取
︵
三
重
県
桑
名
市
、
旧
多
度
町
︶
に
所
在
す
る
高
木

家
の
檀
那
寺
で
あ
る
。
本
書
状
は
﹃
多
度
町
史　

資
料
編
２　

近
世
﹄︵
多
度
町
、
二

〇
〇
四
年
、
四
〇
頁
︶
に
翻
刻
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
天
正
十
二
年
の
小
牧
・
長
久
手

の
戦
い
の
と
き
、
駒
野
城
を
守
る
高
木
へ
の
援
軍
を
法
泉
寺
に
命
じ
た
こ
と
を
伝
え

る
八
月
十
九
日
付
織
田
信
雄
書
状
に
な
る
。
高
木
三
家
に
関
わ
る
初
期
文
書
の
一
つ

と
し
て
、
近
世
期
か
ら
高
木
三
家
に
お
い
て
も
把
握
さ
れ
て
お
り
、
後
掲
の
﹁
御
判

物
類
写
﹂
に
も
写
が
載
る
。

�　

 

福
長
４
︱
２
６
２
。

�　

 

こ
の
と
き
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
筒
井
東
８
４
あ
～
そ
、
高
木
１
４
５
～
１
４
８
︵
仮

番
号
︶
に
依
る
。

�　

 

前
掲
・
伊
藤
孝
幸
﹁
本
学
に
よ
る
高
木
家
文
書
購
入
の
顛
末
﹂
二
三
〇
～
二
三
一
頁
。

�　

 ﹃
養
老
郡
志
﹄︵
岐
阜
県
地
方
改
良
協
会
養
老
郡
支
会
、
一
九
二
五
年
︶。
筒
井
東
８
４

た
・
ち
・
つ
。

�　

 

前
掲
﹃
岐
阜
県
史　

史
料
編　

古
代
・
中
世
一
﹄、﹃
岐
阜
県
史　

史
料
編　

古
代
・

中
世　

補
遺
﹄︵
岐
阜
県
、
一
九
九
九
年
︶、﹃
岐
阜
県
史　

史
料
編　

 

近
世
二
﹄︵
岐

阜
県
、
一
九
八
二
年
︶。

�　

 

中
央
義
士
会
編
﹃
赤
穂
義
士
史
料
﹄
下
巻
︵
雄
山
閣
、
一
九
三
一
年
︶
一
六
二
頁
。

な
お
、
同
書
は
渡
辺
世
祐
の
校
訂
に
な
る
。

�　

 

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
史
料
編
纂
掛
編
纂
、
朝
陽
会
、
一
九
二
二
年
。

�　

 

信
長
書
状
お
よ
び
次
の
豊
臣
秀
吉
朱
印
陣
立
書
に
つ
い
て
は
﹃
織
田
信
長
と
岐
阜
﹄

︵
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
、
一
九
九
六
年
︶
を
参
考
に
し
た
。

�　

 

特
に
東
家
所
蔵
文
書
の
撮
影
に
つ
い
て
は
格
別
の
尽
力
を
得
た
こ
と
を
深
謝
し
て
い

る
。
な
お
、
東
家
へ
の
依
頼
状
は
﹁
筒
井
東
８
４
て
・
な
﹂
に
な
る
。

�　

 

高
木
家
１
５
２
～
１
５
３
︵
仮
番
号
︶。
た
だ
し
﹃
織
田
信
長
公
三
百
六
十
年
忌
記
念

展
覧
会
図
録
﹄︵
名
古
屋
市
役
所
、
一
九
四
二
年
︶
に
高
木
家
所
蔵
文
書
は
収
録
さ
れ

て
い
な
い
。

�　

 

高
木
家
１
６
２
︵
仮
番
号
︶。

�　

 

吉
田
義
治
﹁
館
蔵
史
料
﹁
豊
臣
秀
吉
朱
印
陣
立
書
﹂
の
紹
介
﹂︵﹃
岐
阜
県
歴
史
資
料

館
報
﹄
二
八
、
二
〇
〇
五
年
︶。

�　

 

高
木
家
１
４
５
い
・
う
︵
仮
番
号
︶。

�　

 

高
木
家
１
５
０
・
１
５
１
︵
仮
番
号
︶。

�　

 

高
木
家
１
５
４
～
１
５
７
︵
仮
番
号
︶。﹃
豊
公
大
展
覧
会
図
録
﹄︵
便
利
堂
、
一
九
四

三
年
︶。
な
お
、
図
録
等
に
お
い
て
高
木
貞
元
を
﹁
貞
光
﹂
と
間
違
っ
て
記
載
し
て
い

る
。

�　

 ﹃
京
城
府
史
﹄
全
三
巻
︵
京
城
府
、
一
九
三
六
・
四
一
年
︶。

�　

 

筒
井
東
８
４
に
。

�　

 

国
民
新
聞
社
・
高
橋
源
一
郎
の
書
状
よ
り
︵
筒
井
東
８
４
は
︶。
書
状
は
年
月
日
を
欠

く
が
、
史
料
編
纂
掛
が
借
用
し
て
い
る
と
き
に
原
本
を
拝
見
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

付
記　

 

本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
︵
Ｂ
︶﹁
旗
本
高
木
家
文
書
を
中
心
と
し

た
分
散
資
料
の
統
合
と
共
有
化
に
関
す
る
研
究
﹂︵
課
題
番
号
１
５
Ｈ
０
３
２
３
７
、

研
究
代
表
者
・
石
川
寛
︶
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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